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【
う
ら
へ
続
く
】

　

20
春
闘
が
始
ま
る
。「
連

合
は
ベ
ア
２
％
、
定
昇
込

み
で
４
％
の
要
求
を
決
め

た
」「
ベ
ア
２
％
は
低
す
ぎ

る
」「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
調
査

で
、
名
目
賃
金
は
１
９
９

５
年
と
比
べ
て
、米
国
１
・

８
倍
、
ユ
ー
ロ
圏
１
・
５

倍
、日
本
は
０
・
９
倍
で
下

が
っ
て
い
る
と
い
う
」「
逆

に
企
業
の
内
部
留
保
は

４
６
４
兆
円
と
増
え
続
け

て
い
る
。
こ
の
一
部
で
も

賃
上
げ
に
回
す
べ
き
だ
」

「
組
合
に
は
要
求
を
満
額

と
る
ま
で
が
ん
ば
っ
て
ほ

し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
31
日
現
在
で
中
国
で
の

死
者
は
２
１
３
人
、
感
染

者
は
９
７
８
２
人
だ
」「
世

界
に
拡
大
し
て
い
る
」「
Ｓ

Ａ
Ｒ
Ｓ
を
超
え
た
」「
武
漢

に
滞
在
し
て
い
た
日
本
人

が
特
別
機
で
帰
国
し
た
が

感
染
し
て
い
る
人
が
見
つ

か
っ
た
」「
日
本
国
内
で
も

バ
ス
の
運
転
手
と
ガ
イ
ド

さ
ん
が
感
染
し
た
」「
無
症

状
の
人
か
ら
も
感
染
し
て

い
る
」「
30
日
、Ｗ
Ｈ
Ｏ
が

緊
急
事
態
宣
言
を
出
し

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

国
会
論
戦
。「
安
倍
首
相

は
、
桜
疑
惑
の
ホ
テ
ル
の

領
収
書
問
題
に
ま
と
も
に

答
え
な
い
。
腹
が
立
つ
」

「“
安
倍
事
務
所
は
募
っ
て

い
る
が
募
集
は
し
て
い
な

い
”
と
の
首
相
の
答
弁
は

日
本
語
に
な
っ
て
い
な

い
」「
Ｉ
Ｒ
問
題
で
米
国
の

　

労
働
運
動
総
合
研
究
所

が
２
０
２
０
春
闘
提
言
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

安
倍
政
権
の
も
と
で
企

業
収
益
は
向
上
し
た
が
、

国
民
生
活
の
改
善
に
は
失

敗
し
て
い
る
と
分
析
。
国

民
生
活
を
改
善
し
、
経
済

を
安
定
的
な
成
長
軌
道
に

乗
せ
る
た
め
に
、「
大
幅
賃

内
部
留
保
還
元
で
生
活
改
善

大
幅
賃
上
げ
可
能

　
　
　
労
働
総
研
が
春
闘
提
言

国立大初　
京大が授業料減免継続
　　20年度の新入生も

業
料
半
額
免
除
と
な
り
、

家
計
が
厳
し
い
順
に
全
額

免
除
に
な
り
ま
す
。
年
齢

制
限
は
な
く
、
今
年
度
は

１
０
０
４
人
が
利
用
し
て

い
ま
す
。
一
方
政
府
の
新

制
度
で
は
、
同
じ
条
件
の

世
帯
で
は
年
収
約
３
７
０

万
円
ま
で
で
、
高
卒
後
２

年
以
内
に
限
ら
れ
ま
す
。

上
げ
と
労
働
時
間
短
縮
、

休
日
増
な
ど
労
働
条
件
の

改
善
で
消
費
と
投
資
を
拡

大
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
」

と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

春
闘
共
闘
が
要
求
す
る

月
２
万
５
千
円
の
賃
上
げ

や
最
低
賃
金
の
時
給

１
５
０
０
円
へ
の
引
き
上

げ
な
ど
労
働
条
件
の
改
善

を
行
え
ば
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は
34
・
35
兆
円

増
加
し
、「
雇
用
や
税
収
も

大
幅
に
増
え
、
経
済
を
活

性
化
さ
せ
る
」
と
強
調
し

て
い
ま
す
。
２
万
５
千
円

の
賃
上
げ
は
、
全
企
業
規

模
で
み
た
内
部
留
保

６
９
２
・
４
兆
円
（
18
年

度
）
の
２
・
95
％
で
可
能

と
試
算
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
春
闘
は
、
安

倍
政
権
の
暴
走
政
治
が
行

き
詰
ま
り
を
示
し
、
そ
れ

と
対
峙
す
る
市
民
と
野
党

の
共
闘
が
前
進
・
深
化
を

遂
げ
る
中
で
取
り
組
ま
れ

ま
す
。
政
府
・
財
界
一
体

で
労
働
者
に
押
し
つ
け
て

き
た
賃
下
げ
、
労
働
強
化
、

働
く
ル
ー
ル
の
破
壊
を
、

国
民
の
世
論
と
運
動
を
力

に
し
て
、
は
ね
返
す
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

京
都
大
学
は
、
２
０
２

０
年
度
以
降
の
新
入
生
に

つ
い
て
も
現
行
の
授
業
料

減
免
制
度
を
続
け
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
安
倍
政
権

が
新
た
な
修
学
支
援
新
制

度
の
導
入
に
よ
っ
て
、
国

立
大
の
授
業
料
減
免
予
算

を
新
入
生
か
ら
打
ち
切
る

案
を
決
め
る
な
か
、
継
続

を
表
明
し
た
国
立
大
学
は

初
め
て
で
す
。

　

京
大
の
制
度
の
収
入
基

準
は
母
と
本
人
の
世
帯
で

自
宅
外
通
学
の
場
合
、
年

収
５
５
１
万
円
以
下
が
授

下がり続ける日本のジェンダーギャップ順位
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

業
者
に
最
初
に
接
触
し
た

の
は
安
倍
首
相
だ
っ
た
こ

と
が
わ
か
っ
た
」「
選
択
的

夫
婦
別
姓
問
題
の
質
問
の

と
き
、自
民
党
席
か
ら『
そ

れ
な
ら
結
婚
し
な
く
て
い

い
』
の
ヤ
ジ
が
と
ん
だ
」

「
野
党
側
は
発
言
し
た
議

員
を
特
定
す
る
よ
う
要
求

し
た
が
自
民
党
は
応
じ
て

い
な
い
。
不
誠
実
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

福
島
第
一
原
発
汚
染
水

問
題
で
報
告
書
（
31
日
）。

「
国
の
小
委
員
会
が
処
理

験
で
実
施
し
た
」「
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
を
使
っ
た
心
臓
病
治

療
は
世
界
初
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｕ
か
ら

離
脱
（
31
日
）。「
イ
ギ
リ

ス
、
Ｅ
Ｕ
は
ど
う
な
る
の

だ
ろ
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
相
撲
初
場
所
。
幕
内

へ
復
帰
し
た
徳
勝
龍
が
初

優
勝
。「
幕
尻
力
士
の
優
勝

は
20
年
ぶ
り
だ
」「
涙
あ

り
、
笑
い
あ
り
の
優
勝
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
だ
っ
た
」「
急

逝
し
た
近
大
時
代
の
恩
師

　

施
政
方
針
演
説
で
、
安

倍
首
相
は
自
ら
の
政
策
を

自
画
自
賛
し
ま
し
た
が
、

そ
の
デ
タ
ラ
メ
ぶ
り
が
目

立
ち
ま
す
。

来
年
度
予
算
の
税
収
は
過

去
最
高
？

　

20
年
度
の
税
収
（
案
）

は
、
所
得
税
、
法
人
税
は

19
年
度
（
当
初
予
算
）
と

比
べ
１
兆
１
９
８
０
億
円

安
倍
首
相
の
施
政
方
針
演
説

デ
タ
ラ
メ
づ
く
し

　
　
税
収
・
雇
用
・
最
低
賃
金

減
少
。
景
気
悪
化
に
よ
る

税
収
減
で
す
。
一
方
、
消

費
税
は
10
％
へ
の
増
税
で

２
兆
３
２
７
０
億
円
増
。

「
税
収
増
」は
景
気
回
復
や

経
済
成
長
に
よ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
６
年
間
で
雇
用
は

３
８
０
万
人
増
加
？

　

増
加
し
た
雇
用
の
55
％

は
非
正
規
で
す
。
最
も
増

え
た
の
は
65
歳
以
上
の
中

高
年
。
大
き
な
理
由
は
政

府
調
査
で
も
「
生
活
の
た

め
」
で
す
。
学
生
ア
ル
バ

イ
ト
の
増
加
も
就
業
者
数

を
押
し
上
げ
て
い
ま
す
。

高
い
授
業
料
や
生
活
費
の

た
め
働
か
な
け
れ
ば
勉
学

を
続
け
ら
れ
な
い
若
者
が

増
え
て
い
ま
す
。

最
低
賃
金
も
過
去
最
高
の

上
げ
幅
？

　

最
低
賃
金
は
全
国
平
均

９
０
０
円
を
超
え
た
と
し

ま
し
た
が
、
７
０
０
円
台

が
17
県
も
あ
り
ま
す
。
安

倍
政
権
の
も
と
で
貧
困
と

格
差
は
広
が
り
続
け
て
い

る
の
で
す
。

　

広
島
高
裁
は
１
月
17
日
、

四
国
電
力
伊
方
原
発
３
号

伊方原発運転差し止め
地震でも火山でも危険は明白

　　　　広島高裁

機
の
運
転
差
し
止
め
の
決

定
を
出
し
ま
し
た
。
瀬
戸

内
海
の
島
の
住
民
が
求
め

た
仮
処
分
申
し
立
て
を
認

め
た
も
の
で
す
。

　

争
点
は
、
地
震
リ
ス
ク

と
阿
蘇
山
の
噴
火
リ
ス
ク

で
す
。
住
民
側
は
同
原
発

の
沖
合
約
６
０
０
㍍
に
活

断
層
が
あ
る
可
能
性
を
主

張
。
一
方
の
四
電
側
は
十

分
な
調
査
を
し
な
い
ま
ま

活
断
層
は
存
在
し
な
い
と

し
、
原
子
力
規
制
委
員
会

（
規
制
委
）も
安
全
性
に
問

題
な
い
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

高
裁
は
、
国
の
地
震
調

査
研
究
推
進
本
部
が
公
表

し
た
「
中
央
構
造
線
断
層

帯
の
長
期
評
価
（
第
二

版
）」に
基
づ
き
四
電
の
活

断
層
調
査
が
不
十
分
と
し

ま
し
た
。
ま
た
阿
蘇
山
の

噴
火
の
影
響
も
過
小
に
見

積
も
っ
て
い
る
と
認
定
し
、

規
制
委
の
判
断
は「
過
誤
」

「
不
合
理
」だ
と
断
じ
ま
し

た
。
原
発
再
稼
働
に
厳
し

い
警
告
で
す
。

　

伊
方
以
外
の
原
発
で
も

直
下
の
活
断
層
な
ど
が
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日

本
は
、
世
界
有
数
の
地
震

国
・
火
山
国
で
あ
り
、
原

ドイツ
再生エネ、化石燃料と逆転
　発電シェア 46・１％に

  

ド
イ
ツ
で
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
が

化
石
燃
料
と
逆
転
し
ま
し

た
。

　

19
年
の
ド
イ
ツ
の
総
発

電
量
は
５
１
５
６
億
㌗
時
、

そ
の
う
ち
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
２
３
７
４
億
㌗

時
で
46
・
１
％
、
化
石
燃

料
は
39
・
６
％
で
し
た
。再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中

で
は
、
風
力
発
電
が
前
年

か
ら
14
・
３
％
増
、
と
く

に
海
上
風
力
発
電
が
大
き

く
伸
び
ま
し
た
。一
方
、化

石
燃
料
で
は
褐
炭
と
石
炭

に
よ
る
火
力
発
電
が
大
幅

減
で
す
。

　

メ
ル
ケ
ル
政
権
は
22
年

末
ま
で
に
原
発
の
全
炉
の

運
転
を
停
止
し
、
30
年
ま

で
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
消
費
割
合
を
65
％

に
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

発
を
動
か
す

条
件
は
あ
り

ま
せ
ん
。
再

稼
働
中
止
・

原
発
ゼ
ロ
に

進
む
こ
と
が

求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

装
置
で
も
除
去
出
来
な
い

ト
リ
チ
ウ
ム
を
含
む
汚
染

水
を
海
洋
放
出
と
大
気
放

出
の
報
告
を
ま
と
め
た
」

「
海
洋
放
出
は
と
ん
で
も

な
い
」「
漁
業
者
が
反
対
の

声
を
あ
げ
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
阪
大
が
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

か
ら
作
っ
た
心
臓
筋
肉

シ
ー
ト
を
患
者
に
移
植

（
27
日
）。「
阪
大
の
研
究

チ
ー
ム
が
医
師
主
導
の
治

へ
の
思
い
な
ど
率
直
な
気

持
が
伝
わ
り
感
動
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
28
日
未
明
は
大
雪
を

免
れ
た
。
雨
に
変
わ
っ
て

雪
が
溶
け
た
」「
翌
日
は
一

転
し
て
春
の
暖
か
さ
。
寒

暖
の
激
し
さ
に
体
が
つ
い

て
い
か
な
い
」


